給食人員・給食費明細書について

記入の仕方
● 給食実施計画書をもとに、給食実施日を日付欄に記入してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学校行事・学年行事の日は入れない。）

また、下側の給食実施日数の欄に、給食実施日数、累計をまとめ、記入してください。その際、学年毎に行事等で実施日が違ってくると思われますのでご注意ください。

※教職員は各学年の先生がまとまっているため給食実施日に違いがでます。実施日を統一するため、全校行事の場合は抜き、学年毎の行事（修学旅行の引率など）の場合は欠食扱いとして記入してください。公務出張の場合も同様です。
· 牛乳欠食者は、備考欄に「牛乳欠食」と記入してください。

· 欠食者があった時は、日付の下に×印を記入してください。

（この場合欠食者とは、欠食の届け出をし、給食センターで受理した人になります。その為手続きをしていない人は、給食を摂らなくても食べた事として処理します。）

· 未納者があった時は、金額欄を空白に、備考欄に未納と記入してください。

· 非常勤講師・教育実習生・ＡＬＴは給食実施日が違いすぎ、定額徴収が難しい為、実費徴収となります。様式は、非常勤専用のものに記入します。記入は欠食をつけるのではなく、給食を食べた日を書くことになります。

転出・転入の取り扱い

· 転出
給食費は、転出する月で調整を行います。

	(今までの給食実施日数累計－欠食累計)×給食単価＝ａ

 これまでに徴収した定額給食費計－ ａ ＝精算額 (マイナスの場合は追徴)        


· 給食単価は、当面小学生２６０円（教職員２７０円）、中学生２９０円（教職員３００円）で計算します。

ただし、牛乳欠食者の給食単価は平成３１年度は小学校２０６円・中学校２３６円です。（牛乳1本の単価は５４円になります。）
· 精算額がマイナスになり還付が生じた時は、センターから役場会計課へ連絡し口座に振込ます。

· 給食人員・給食費明細書の金額欄に精算額を記入し、備考欄には「転出」と記入します。

· 転入
転入月は日割りで実費徴収になります。翌月から定額徴収します。３月の調整は、定額徴収した月から３月までの給食実施日数に対しての欠食で行います。また、還付が生じた時に対応する為、振込先口座をお知らせください。

· 給食人員･給食費明細書の金額欄に実費徴収額を記入し、備考欄には「転入」と記入します。

３月調整

　３月は個人毎に欠食等を調整した給食費を徴収・還付します。

　調整の仕方は、転出時精算方法を参考にしてください。

提出
　毎月月末までに、写しを提出してください。
